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令和６年７月３日（水） 

川崎市立小倉小学校 

◎授業提案・研究協議 １３時３０分～１６時３０分 

 

単元名 保健「心の健康」～明るい未来へ向かって～ 

指導者 ５年１組  金 理宇 教諭 

 

指導講評 講師 川崎市立小学校体育研究会 助言者 

          川崎市立南生田小学校 教頭   山室 忠敏 先生 
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○全体会：体育館       進行 古川小学校 佐久間 貴佳 
<次第> 

・体育研究会世話人挨拶、講師紹介 

川崎市立小学校体育研究会副会長 川崎市立南加瀬小学校 校長   渡部  陽子  先生 

・会場校挨拶 

  川崎市立小学校体育研究会監事  川崎市立小倉小学校 校長    滝澤 慎一郎  先生 

・研究会経過報告          川崎市立古川小学校       佐久間 貴佳 

・研究協議          司会 川崎市立幸町小学校       木戸  祐輔  先生 

             記録 川崎市立幸町小学校       阿久津 継司  先生 

・指導講評          講師 川崎市立小学校体育研究会助言者 

              川崎市立南生田小学校 教頭   山室  忠敏  先生 

・終わりの言葉 

川崎市立小学校体育研究会副会長 川崎市立南加瀬小学校 校長   渡部  陽子  先生 

 

受付【ピロティ―】 

講師控室【校長室】 



 

令和６年度 川崎市立小学校体育研究会 研究基本構想 

川崎市立小学校体育研究会 研究部 

１． 研究の基本的な考え方について 

 

 

令和２年度から全面実施となった学習指導要領では、心と体を一体としてとらえ、生涯にわたって

健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成することを重視する観点から、

運動や健康に関する課題を発見し、その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して、『知識及び技

能』、『思考力，判断力，表現力等』、『学びに向かう力，人間性等』を育成することが目標として示さ

れている。 

そこで川崎市立小学校体育研究会では、学習指導要領の内容と小学校体育研究会で長年大事にして

きためあて学習を踏まえ、「体と心を育てる体育学習 めあて学習の充実によって、運動の楽しさを味

わえる体育学習をめざして」を研究テーマとしている。さらに今年度は体育・保健の「見方・考え方」

を重視していくため、今年度は副題を「『気付き・活動し・振り返る』を通して、誰もが運動の楽しさ

を味わえる授業づくり～」と設定した。昨年度までの「『気付き・考え・活動する』ことの中でも、特

に「振り返ること（Reflection）」に重点を置き、活動したことからめあてを見直し、主体的にめあて

達成に向けて取り組む姿を追っていきたいと考える。 

学習指導要領には、『体育の「見方・考え方」とは、「運動やスポーツを、その価値や特性に着目

して、楽しさや喜びとともに体力向上に果たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた『する・

みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること」であると考えられる。』と示されている。

『保健の「見方・考え方」とは、疫病や傷害を防止するとともに、生活の質や生きがいを重視した健

康に関する観点を踏まえ、「個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概

念に着目して捉え、疫病等のリスクの軽減や生活の質の向上、健康を支える環境づくりと関連付ける

こと」であると考えられる』と示されている。授業実践に当たってはこの副題を強く意識して、すべ

ての子供が自分に合っためあてをもち、「する・みる・支える・知る」といった多様な関わりの中で、

自らの課題を仲間と共に解決していく活動を通して、運動の楽しさを味わうことができる体育学習の

指導のあり方を探っていく。また、めあて学習においてはその学習の進め方を精査していくことが、

主体的・対話的で深い学びを意識した授業づくりにつながると考える。 

 

 

 

 

 

 

研究テーマ -1- 

本年度の研究会テーマ  
「体と心を育てる体育学習 めあて学習の充実によって、運動の楽しさを味わえる体育学習をめざして」 

～「気付き・活動し・振り返る」を通して、誰もが運動の楽しさを味わえる授業づくり～ 



 

 

 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究構想図 

めざす子供の姿 
自分のめあてを達成しながら、運動の楽しさを味わう子 

体育研究会テーマ     
「体と心を育てる体育学習 めあて学習の充実によって、運動の楽しさを味わえる体育学習をめざして」 

～「気付き・活動し・振り返る」を通して、誰もが運動の楽しさを味わえる授業づくり～ 

 

 

研究テーマ -2- 

 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現 

運動の楽しさ ※１ 

克服・競争・達成・自己解放などの楽しさ（機能的特性） 
 
リズミカルに走り越す・ボールを投げるなどの楽しさ（構造的特性） 

 

技能的なも

の 

知識及び技能 
学びに向かう力，

人間性等 

思考力，判断力，

表現力等 

めざすもの 

学習のねらい 

＜３つの資質・能力＞ 

※１ 運動の楽しさ：克服・競争・達成・自己解放などの機能的特性とリズミカルに走り越す・

ボールを投げるなどの構造的特性を運動の楽しさと捉える。 

 

学ぶ意欲 

※２ 教師の指導 
指導内容を明らかにすること（どんな楽しさを求めるのか、どんな資質・能力を育むのかを考える。） 

指導方法のプランをデザインする（学習の道すじや・めあて達成の仕方を考える。） 

子供との関わり（場や教具の提示や教師の関わり）（言葉かけ・補助・子供同士をつなぐ） 

 

 

 

 

教師の指

導※２ 

Anticipation（見通し・予測） 

 

Action（行動） 

 

Reflection（振り返り） 

○振り返る 

・課題は解決できたのか。 

・どんな新たな気付きがあったのか。 

・次時へのめあてをもつ。 

○活動する 

・めあてを達成するための動きを

意識してゲームを行ったり、課

題解決の場で活動したりしてい

く。 

○気付き・考える 

めあてを達成するための課題をどのように解決して

いくのか見通しをもつ。 

 

試行錯誤 
気付き・考え⇔活動する 
を 1 時間の中で繰り返
し、学び直しをしてい
く。 

学習テーマ  単元を通して考えていきたい学習テーマを書く。 



 

※３ ＡＡＲサイクル 

ＯＥＣＤの「Learning Compass 2030（ラーニング・ コンパス 2030、教育の羅針盤）」では、未来

に対応する学習サイクルとして【Anticipation（予測）-Action（実行）-Reflection（振り返り） 

(AAR) Cycle】を強く推奨している。ＯＥＣＤによれば、ＡＡＲの学習サイクルを繰り返す学習によっ

て、変化の激しい社会でも効果的に学ぶことができると指摘している。 

 

２.重点研究課題 
 

 

 

今年度は重点研究課題を「子供の学びを明らかにし、めあて達成にむけての有効な関わり方や、課

題解決の在り方を検証する」とする。重点内容の大きな変更はないが、ＡＡＲのサイクルの中でめあ

て達成に向けてどのような関わり方や課題解決が有効だったのかを分析していく。ＡＡＲサイクルと

は、ある程度の見通しが立ったらすぐにやってみて、活動の中で修正し、少しずつ課題を解決してい

くという手法である。めあてをより自分事として捉え、失敗から学ぶ、トライアンドエラーのマイン

ドに近いＡＡＲは試行錯誤しながら取り組むめあて学習により適していると考える。よって、めあて

達成に向けた活動がどうだったのかを子供自身が振り返り、次にどのようにしていったらいいかを考

える時間が大切になってくると考える。 

ＡＡＲのサイクルの中で子供のめあて達成に向けて、指導者は子供の学びや困り感をどのように把

握し、その子に応じた指導の手立てを、単元の（授業の）どのような場面でどのような関わりを行っ

ていくのか、またその指導（場も含めた）が課題解決に有効に機能する手立てだったのかを分析して

いく。 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

３．重点研究課題にせまるための視点 
 

 

 

 

 

 

【今年度の重点研究課題】 

子供の学びを明らかにし、めあて達成にむけての有効な関わり方や、課題解決の在り方を検証する。 

 

 

Anticipation（見通し・予測） 

 

Action（行動） 

 ○活動する 

めあてを達成するための動きを意識してゲームを

行ったり、課題解決の場で活動したりしていく。 

○気付き・考える 

めあてを達成するための課題をどのように解決して

いくのか見通しをもつ。 

重点研究課題 
どのような振り返り
があったのか、その
振り返りに対して教
師のどのようなかか
わり方（言葉かけや
場、子供同士をつな
ぐことなど）が有効
だったのか検証して
いく。 

＜「つなぐ」を意識した教師のかかわり＞  
① 言葉かけ（「気付きや考え」をつなぐ） 
・教師が安易に教えずに主体的に子供が気付き・考えることができる投げかけを探る。 
（オープンクエスチョンを意識して） 
②場（「子供の「めあて」とめあて達成に向けての「活動」をつなぐ） 
・一人一人の課題解決に適した場やルールを探る。 
③人と人をつなぐ手立て 
・めあて達成に向けて必要なかかわりについて探る。（子供↔教師、子供↔子供など） 

研究テーマ -3- 

 

Reflection（振り返り） 

 
○振り返る 

めあてを達成するための活動はどうだったか、

設定しためあては適していたかなどを振り返

り、次のめあてへとつなげる。 



 

４．めあて学習について 
①めあて学習の定義について 

 
体育学習における、挑戦・克服・達成すべき動きや記録・ルール（規則）の工夫・進んで行う態度などの

運動の楽しさ・楽しみ方の方向性、学習指導要領に示されている３つの資質・能力を具体化したものが「学

習のねらい」である。そして、「学習のねらい」を学級全体としての目標とし、それを達成するために、個人

がそれぞれの力に応じて、自らの意志で設定したより具体化した目標を「めあて」として考える。 

 
 

教師の指導や友達との関わりなどにより、子供たち一人一人が、自らの意志で設定した「めあて」をもち、

そのめあてを達成するために課題を見付け、その課題を解決して、自らのめあてを達成する学習だと考える。

また、主体的・対話的で深い学びを意識して取り組むことが、めあて学習の充実につながり、運動の楽しさ

を味わうことになると考える。 

  ※教師の指導：言葉かけ、場・教具の提示、見守りなど、学習のねらいにせまるために行う、全ての手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
達成 

解決 
課題 

本時のねらい 
自分の力に合った技や学習の場を選び、切り返し系や回転系の基本的な技を安定して 

できたり、その発展技ができたりする。 

対 

深

井 

課題を解決すること

が、めあての達成に

つながる。 

腰を高くあげて膝をしっかり伸ばすことを意識す

る。 
して 

そのために 

めあて 

めあて学習 

研究テーマ -４- 

 

教師の手立て 

めあて 
 

高学年 跳び箱運動 単元後半の例  

の例 

めあて学習構想図 

学習のねらい 
〈知識及び技能〉跳び箱運動の楽しさや喜びを味わい、その行い方を理解するとともに、切り返し

系や回転系の基本的な技を安定して行ったり、その発展技を行ったりすることが

できるようにする。 

〈思考力，判断力，表現力等〉自己の能力に適した課題の解決の仕方や技の組み合わせ方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる

ようにする。 

〈学びに向かう力，人間性等〉跳び箱運動に積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動した

り、仲間の考えや取組を認めたり、場や器械・器具の安全に気を配

ったりすることができるようにする。 

めあて学習 

伸膝台上前転ができるようになりたい。 

…子供に提示する「めあて」（めあて、課題、課題解決方法） 

新たなめあて 

対 

課題解決の方法 

対 

主 

対 

           

重ねマットの場で取り組もう。 



 

主体的・対話的で深い学びについて 

 場面の例 内容 

主体的な学び 学習全体 運動の楽しさや健康の意義に気付き、運動や健康に

ついての興味や関心を高め、課題の解決に向けて粘り

強く自ら取り組み、それを考察するとともに学習を振

り返り、課題を修正したり新たな課題を設定したりす

るなどの主体的な学びを促すこと。 

対話的な学び めあてや課題

の設定 

課題の解決 

 運動や健康についての課題の解決に向けて、児童が

他者（書物等を含む）との対話を通して、自己の思考

を広げたり深めたりし、課題の解決を目指して、協働

的な学習に取り組むなどの対話的な学びを促すこと。 

深い学び 

 

 

 

                    

課題の解決  それらの学びの過程を通して、自己の運動や健康に

ついての課題を見付け、解決に向けて試行錯誤を重ね

ながら、思考を深め、よりよく解決するための深い学

びを促すこと。 

 ・めあてを達成するために課題に取り組む姿。 

 ・課題解決学習の中で新たな課題を見付ける姿。 

 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進については、指導方法を工夫し

て必要な知識及び技能の習得を図りながら、子供たちの思考を深めるために発言を促した

り、気付いていない視点を提示したりするなど、学びに必要な指導の在り方を追求し、必要

な学習環境を積極的に設定していくことが大切である。 

（小学校学習指導要領解説 体育編より） 

 

②めあて学習の解釈について 

「学習（各時間）のねらい」「学習（各時間）の目標」に向けてその時間に、自分の力に合わせて考

えた、 

「今日は～をがんばりたい。そのために～に気をつけて、～の場で、運動するぞ！」 

という「めあて」、そして、そのめあてを達成するために設定した「課題」とその「解決方法」を含

め、「めあて」と考える。教師は、めあてと課題とを分けて考えるが、学習中に子供に提示する場合

は、めあてと課題を合わせてめあてとして捉える。（学年によっては、めあてのみの場合もある。）

学習、学年が進むにつれて、より具体化すると考える。学習指導要領にある課題、解決という言葉

を含めて、めあて学習と捉える。 

 

③めあて学習の必要性について 

 各時間のねらいに向けて、個々が「めあて」をもって自ら、また友達と一緒に取り組み、解決に向

けて試行錯誤を重ねながらよりよく取り組む学習を「めあて学習」と捉える。自ら進んで体育学習に

取り組んだり、友達と共に体育学習に取り組んだりしながら、より良く３つの資質・能力を育むこと

やより良く運動の楽しさを味わうためにはめあて学習が有効だと考える。めあて学習の充実は、自ず

と子供が主体的に学ぶこと、友達と共に対話的に学ぶこと、試行錯誤しながら深く学ぶことにつなが

る。また、主体的・対話的で深い学びを意識した授業づくりを行うことは、めあて学習の充実につな

がる。そのため、学習指導要領に示された授業改善の視点である「主体的・対話的で深い学び」の実

現のためにも、めあて学習が大切だと考える。 
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令和 4 年度高津支部体つくりの研究より抜粋 

④めあてをもつことができるために  

（１）言葉かけで 

・思わずできたとき、なかなかうまくできないときには、教師が動きのポイントを教える。 

 「起き上がるタイミングがよかったね」「着地で前を見ると体が起きるよ」 

（２）発問で 

・言葉かけを、疑問形にする。「なんで得点が決まったのだろう？」 

（３）選択肢を与えて 

・いくつか例示し、選ぶことができるようにする。 
「Ａの場は～ができるね。Ｂの場は～ができるね。どちらが必要かな？」 

（４）友達や教師の運動を見て 

・良い動きを例示し、ポイントに気付くことができるようにする。 
「～さんと、先生の前転の違いは？」 

（５）ＩＣＴ機器を活用して 

・動きを動画で確認したり、良い動きの動画と比べたりし、自己の課題に気付くことができるようにする。 

（６）学習カードで 

・本時の振り返りから、次時のめあてをもてるようにする。めあてが合っていない場合は、軌道
修正する。「今日は～に気を付けて～ができるようになった。次は、～の場で、～に挑戦しよう」 

 

 

研究テーマ -6- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主体的に学ぶ姿⇒やってみたい！」「対話的に学ぶ姿⇒なるほど！」と表し 

「深い学び⇒楽しみ続けられる（学び続けられる）姿」と捉える 

めあてをもつことで楽しみ（学び）続けられる姿 

やってみたい！ 
（動きとの出会い） 

なるほど！ 
（できそう！できた！） 

楽しいな！ 
（できそう！できた！） 

もっとやりたい！ 
（めあてをもち取り組む） 

なるほど！ 
（課題解決の方法を知り選ぶ） 

(新しい遊びや動き方を知る) 

楽しいな！ 
（できそう！できた！⇒次のめあてに向かう） 

基本的な動きが培われていく 

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力 



 

５．小中学校のスムーズな接続 

学習指導要領に基づいた小中のつながりと系統を意識した学習計画を立て、それぞれの学年に応じ

た学習のねらいを示していく。そして、子供たちが確かな体力と技能を身に付けることができるカリ

キュラムづくりを進めていく。また、同地区の中学校の研究授業を参観や、小・中学校体育・保健体

育研究発表会を通して、指導内容の理解、教師間の交流を図る。 
 

 

 

 

 

６．研究の進め方 （支部研究のテーマ） 

令和６年度各支部の研究領域 

 

 支部の研究テーマ（R５年度のもの） 

川崎（表現） 題材から特徴や感じを捉え、めあてをもって表現することを楽しむ姿を 

めざして 

 ～子供も教師もやりたくなる表現運動～ 

幸 （保健） 心と体の健康について、毎日健康で過ごすための方法を知り、 めあてを

たてて生活することを楽しむ姿 

中原（器械） 誰もが夢中になって楽しめる鉄棒学習！ 

 ～見通しをもち、試行錯誤(気付き→考え→活動)を繰り返しながら取り

組める鉄棒学習の在り方を探る～ 

高 津 （ ボ ー ル 運

動） 

めあてをもつことで楽しみ（学び）続けられる姿を目指す 

～やってみたい！なるほど！楽しいな！の学習を通して～ 

宮前（器械） 採点、再考、再挑戦！自分の技を考える楽しい跳び箱運動の学習 

多 摩 （ ボ ー ル 運

動） 

チームのために自ら気付き、考え、動く！ 

 ～どの子も運動の楽しさを味わえるティーボール学習を目指して～ 

麻生（器械） 自己と仲間のよさや課題を見付け伝え合う体育学習 ～考えを共有する活

動を通して～ 

 
 

 

 

川崎支部 幸支部 中原支部 高津支部 宮前支部 多摩支部 麻生支部 

表現 保健 
器械運動 

（鉄棒運動） 
ボール運動 
（バスケットボール） 

器械運動 
（跳び箱運動） 

ボール運動 
（ティーボール） 

器械運動 
（マット運動） 

研究テーマ -７- 

 



 

第５学年２組体育科学習指導案 
指導者  金 理宇 

 

１．日時・場所 ２０２４年７月３日（水） １３：３０～  ５年２組教室 

 

２．単元名 保健 「心の健康」 ～明るい未来へ向かって～ 
 

３．本単元の学習のねらい 

〈知識〉 

・心の発達及び不安や悩みへの対処について理解することができるようにするとともに、簡単な

対処をすることができるようにする。 

〈思考力、判断力、表現力等〉 

・心の健康について課題を見付け、その解決に向けて思考し判断するとともに、それらを表現する

ことができるようにする。 

〈学びに向かう力、人間性等〉 

・健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取り組むことができるようにする。 

 

４．指導内容の系統 

 知識（及び技能） 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

３
・
４
年 

〇健康な生活、１日の生活の仕

方、身の回りの環境について、

理解すること。 

 

〇体の発育・発達、思春期の体の

変化、体をよりよく発育・発達

させる生活について、理解する

こと。 

〇健康な生活について課題を

見付け、その解決に向けて

考え、それを表現する。 

 

〇体がよりよく発育・発達

するために、課題を見付

け、その解決に向けて考

え、それを表現する。 

〇健康の生活について、健康

の大切さに気付き、自己の

健康の保持増進に進んで取

り組む。 

〇体の発育・発達について、

健康の大切さに気付き、自

己の健康の保持増進に進ん

で取り組む。 

５
・
６
年 

〇心の発達、心と体の密接な関

係、不安や悩みへの対処につい

て、理解することができるよう

にするとともに、不安や悩みへ

の簡単な対処をすること。 

〇交通事故や身の回りの生活の危
険が原因となって起こるけがと
その防止、けがの手当につい
て、理解することができるよう
にするとともに、けがの簡単な
手当をすること。 

〇病気の起こり方、病原体が主な

要因となって起こる病気の予

防、生活行動が主な要因となっ

て起こる病気の予防、喫煙、飲

酒、薬物乱用と健康、地域の

様々な保健活動の取り組みにつ

いて、理解すること。 

〇心の健康について、課題を

見付け、その解決に向けて

思考し判断するとともに、

それらを表現する。 

 
〇けがの防止について、課

題を見付け、その解決に
向けて思考し判断すると
ともに、それらを表現す
る。 

 

 

〇病気の予防について、課題

を見付け、その解決に向け

て思考し判断するととも

に、それらを表現する。 

 

 

〇心の健康について、健康や

安全の大切さに気付き、自

己の健康の保持増進や回復

に進んで取り組む。 

 
〇けがの防止について、健康

や安全の大切さに気付き、
自己の健康の保持増進や回
復に進んで取り組む。 

 

 

〇病気の予防について、健康

や安全の大切さに気付き、

自己の健康の保持増進や回

復に進んで取り組む。 

 

 

中
一 

〇健康な生活と疾病の予防につい

て理解を深めること。心身の機

能の発達と心の健康について理

解を深めるとともに、ストレス

への対処をすること。 

〇健康生活と疾病の予防、心

身の機能の発達と心の健康

について、課題を発見し、

その解決に向けて思考し判

断するとともに、それらを

表現する。 

〇健康生活と疾病の予防、心

身の機能の発達と心の健康

について、その大切さに気

付き、自己の健康の保持増

進や予防に進んで取り組

む。 
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５．子供の実態 

 本学級は、３６人（男子１８人、女子１８人）で、活発で前向きな児童が多い反面、無気力感から

学習に対して前向きに参加することが難しい児童も少なくない。 

これまでの体育の学習では、体ほぐしの運動、マット運動を行ってきた。体ほぐしの運動では、４

月だったこともあり、「ねことねずみ」、いろいろなルールの「鬼ごっこ」や「ボールはさみ競争」な

ど、手軽で簡単な運動を通して、友達と一緒に体を動かすことの楽しさを感じていた。マット運動で

は、どうすれば技ができるようになるかを考え、自分のめあてに適した場を選んだり、友達と動きに

ついて伝え合ったりしながら、学習に取り組んできた。 

今回の保健学習は、児童が実際にどのように思春期を迎え、どんな悩みや不安を抱えながら日々生

活しているのか配慮する必要がある学習である。その一方で、友達も自分と同じように不安や悩みを

抱えていることを知れたり、友達が行っている不安や悩みへの対処の仕方が自分にとって取り入れら

れるものであったりするなど、児童のこれからの成長にとって有意義な学習でもある。そこで、心の

健康について児童の中から生まれる自然な問いを大切にし、その問いを自ら解決していこうとする姿

を目指していきたい。さらに、悩みや不安に対してどのように友達が向き合っているかについて話し

合う学習形態にすることで、実生活に寄り添った保健学習になると考えた。したがって、学習前に事

前アンケートを取り、子供たちの実態を把握し、授業づくりに生かしていく。 

 

 事前アンケート 

Q１―①.自分は健康だと思いますか？ 

Q１―②.その理由を教えてください。 

はい ２８人 理由 いいえ ８人 理由 

・体が軽いから。 

・バランスよく生活リズムが整っているから。 

・ご飯をいっぱい食べているから。 

・早寝早起きをしているから。 

・元気だから。 

・栄養をちゃんと摂っていて、風を引かないか

ら。 

・運動しているから。 

・毎日遊んでいるから。 

・自分が健康だと思っているから。 

・最近体が痛いから。 

・太っているから。 

・おかしを食べてしまうから。 

・健康に良いという生活ができていないから。 

・咳や鼻水が少し出るから。 

・食欲がないから。 

 

Q２―①．入学前に比べて、あなたの心は成長していると思いますか？ 

Q２―②．その理由を教えてください。 

はい ３３人・理由 いいえ ３人・理由 

・勉強でたくさん手を挙げられるようになっ

た。 

・些細なことでけんかが少なくなった。 

・言葉遣いを気を付けるようになった。 

・友達ができた。 

・何かに集中できるようになった。 

・好きなことやものが変わった。 

・野菜が食べられるようになった。 

・自分のしたいことばかりしていたけど、今は

すべきことを考えて行動している。 

・友達に気軽に話せるようになった。 

・難しい問題にも立ち向かえるようになった。 

・人のことを気づかえるようになった。 

・勉強や学習をやっているから。 

・協力や思いやりをもって心が成長した。 

・そんなに変わっている感じがしない。 
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・声が大きく出せるようになった。 

・感情が大きくなっている。 

・メンタルが強くなっていろんなことにチャレ

ンジできるようになった。 

・考えることが多くなった。 

・男女関係なくから、女子だけになった。 

 

Q３体調が良い時と悪い時の心の状態には、どんな違いがありますか？ 

・モヤモヤする。 

・気分が悪くなる。 

・不機嫌になる。 

・疲れる。 

・気分が常に下がっている。 

・やる気がなくなる。 

・だるくなり、ネガティブになってしまう。 

 

Q4―①.これまでに、不安や悩みを感じたことがありますか？またどのような悩みですか？ 

はい  １７人 いいえ  １９人 

・ちゃんと勉強についていけるか。 

・一気に勉強が難しくなった。 

・自分の言いたいことが言えない。 

・６年生になっても煽られるかもしらない。 

・仕事が色々多くなって、失敗したり遅れたり

したら大丈夫かなと思ってしまう。 

・自分としては仲良くなりたくないのに、つい

てくる。 

 

 

Q4―②.その不安や悩みは解決できましたか？ 

解決できた １４人 解決できていない ３人 悩みなし １９人 

・友達と話す。 

・友達と一緒にいる。 

・いろいろ考えて抜け出す。 

・友達に相談する。 

・良く寝たり、好きな動画を見

たりする。 

・和解した。 

・友達が謝ってきた。 

・お母さんに相談した。 

  

 

 生活アンケートから授業に向けて 
 アンケートの結果を分析すると、クラスのほとんどの２８人の児童が自分は健康だと捉えている。

しかし、理由を問うと、これまでの保健学習で学んできた「体の健康」についての側面で健康と捉え

ているようだった。まず単元の前半では、児童が実生活での経験について伝え合う中で、心の健康も

「未来を明るく過ごす」ために必要な要素であることを実感させたい。 

また、心の成長について問うた質問では、３３人の児童が成長を感じている。５年生になると、個

人差はあるものの思春期を迎え、心の面で不安定になることがあるが、アンケート結果を見ると、悩

みや不安を抱えていると回答した児童は１７人とクラスの半分以下という結果だった。しかし、子供

たちの様子を見ていると、日々の生活の中で知らず知らずのうちに「心が不安定」になることがあり、

それを「悩みや不安」とは捉えていないようだ。その捉えのずれを自覚できるようにすることで、児

童の中から問いを生み出し、自分事として考えたり、友達と関わったりすることを通して実感を伴っ

た理解へとつなげていきたい。 
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６．体育研究会研究テーマとそれをもとにした支部のテーマ 

令和６年度幸支部の研究について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Riflection（振り返り） 

めざす子供の姿 

心と体の健康について知り、自分の課題を見付け、 

明るい未来につなげるための方法を考え、楽しく生活しようとする子 

 

幸支部研究テーマ 

明るい未来をつくる保健学習！学ぶ必要感をもち、健康を保って楽しく生活しよう！ 

～心と体の健康について知り、自分の課題を見付け、解決に向けて自ら考えようとする学習を探る～ 

・子供の学びをつなぐ単元構想 
 子供の思考が単元を通してつながっていくよう

に、資料提示の仕方やタイミング、教師の出番など

を考え、単元全体をデザインしていく。 

・教師の出番や役割 
思考をはたらかせる発問や思考を揺さぶる問い返

しを意図的に行っていく。 

・学びを自覚し、新たな学びへつなげる振り返り 
ねらいに沿った振り返りの視点を提示し、学びを

自覚したり、新たな気付きを次の学びへつなげたり

していけるようにする。 

「AARサイクル学習」を意識した授業改善 

 

・子供から問いを生み出すための資料提示 
生活アンケートの結果をもとにすることで、子供の

中から問いが生まれるようにしていく。 

・問いを解決するための資料提示 
  問いを解決するために適切な資料を精選していく。 

・問いを解決するための友達との関わり 
友達との関わりによって問いを解決したり、自分の

課題に気付いたり、課題の解決方法を選んだりするこ

とができるようにする。 

教師の指導と手立て 

Anticipation（見通し・予測） 

★気付き・考える★ 

資料や教材と出会い、問いや学習テーマを設

定する。（解決への見通しをもつ。） 

Action（行動） 

★活動する★ 

問いや学習テーマについて友達と考える（関わ

る）。 

問いを解決するための知識・技能を獲得する。 

自分の課題を見付け、解決方法を考える。 

★振り返る★ 

新たな気付きをもとに次時へつなぐ。 

学習テーマについて振り返る。（単元

終盤） 

研究会テーマ 

「体と心を育てる体育学習 めあて学習の充実によって、運動の楽しさを味わえる体育学習をめざして」 

～「気付き・活動し、振り返る」を通して、誰もが運動の楽しさを味わえる授業づくり～ 
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７．支部でめざす子供の姿に迫るために 

◎子供の学びをつなぐ単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① どんなことが心を発達させてきたのだろう。 

様々な人との関わりやいろいろな経験を 

通して心は発達してきたんだね。 

資料：「だだをこねている様子のイラスト」 

生活アンケート Q１「小学校入学前から比べて、あなたの心は発達していますか？」「そう思った理由は？」結果 
・前はわがままだったけど、今は我慢ができるようになった。 

      ・前は自分のことしか考えていなかったけど、今は人を思いやることができる。 

心が発達するまでにどん

なことがあったのかな？ 

なんで発達したのかな？ 

② 心と体はどのように関係しているのだろう。 

アンケート Q２「体調が良い時と悪い時では、あなたの心の状態にどんな違いがありますか？」結果 
体調が良い時は、やる気がある。ワクワクする。 

 体調が悪い時は、集中できない。イライラする。 

体 心 

心と体は関係しているの？ 

資料：教科書 P14、15「脳（心）と体の各部位のつながり」 

「心と体のつながり」の理解 

体が健康でも心が健康じゃないの

は嫌だ！ 

心も体も健康に過ごせたらいいな。 

③ 不安や悩みがある時は、 

  どうすればよいのだろう。 

不安や悩みへの対処 自分の課題を見付ける 

解決の方法を考える 

不安や悩みがある時は、そのまま

にしないで解決できたらいいな。 

どんな解決方法があるのかな？ 

今の心の状態をふりかえって、こ

れからどのように生活するかみん

なで考えていきたいな。 

④ 心を健康に保っていくには、 

  どのように生活すればよいのだろう。 

ぼくは友達とけんかをして落ち込

んだ時、なかなか気持ちを切り替え

られないことがあるよ。そんな時は

家族に話を聞いてもらって、気持ち

を落ち着かせようと思うよ。 

対処の仕方ってたくさんあるんだ

な。悩みの種類によって使い分け

ていけるといいな。 

心と体、どちらが

健康だったら楽し

く生活できる？ 

ぼくは、体を動かして気分転換して

いるよ。今度、〇〇さんみたいに読

書もしてみようかな。 

アンケート Q３「これまでに感じた不安や悩みはど

んなものですか？」結果 

アンケート Q４「その不安や悩みは解決できました

か？」結果 
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不安や悩みなどの心

の状態は、体に影響を

与えるんだね。 

学習テーマ：心を健康に保っていくには、どのように生活すればよいのだろう。 

Ａ 

Ａ 

ＲＡ 

資料：教科書 P18・教師の経験 

「不安や悩みへの対処の例」 

Ａ 

Ａ 

ＲＡ 
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◎教師の出番や役割 

●ファシリテーターとして 
友達の考えを聞いたり、自分の考えを伝えたりすることを通して、自分の考えを広げ、深めてい

けるようにしていく。その際に教師は、児童の発言を引き出したり、つぶやきを拾ったりしながら

ファシリテーションすることを意識する。 

●オープンクエスチョン（思考をはたらかせる発問・思考を揺さぶる問い返し） 
多様な考えが生まれるように、自分の経験や知識をもとに考える姿を大切にしていく。そのため

に、児童が日々捉えている「心の健康」や「不安や悩み」を子供の言葉で引き出せるようにする。

さらに、児童の生活経験を語らせる中で思考を揺さぶる問い返しを入れることによって、これまで

の心の健康について捉え直し、実感を伴った理解へと促していけるようにする。 
 

◎学びを自覚し、新たな学びへつなげる振り返り 

  子供たち中心の学びにしていくためにも、学習を振り返る時間を設け、新たな問いを生み出し、

学びのサイクルを回していけようにしていく。そのために、振り返りの視点をどの教科でも一貫し

て設定する。①わかったこと・できるようになったこと②友達との学びで得たこと③これからの学

習・生活に向けて。この３つの視点で振り返り、自分の学びを自覚するとともに、単元を通して新

たに出てきた問いを解決していくような学びのサイクルを大切にする。 

 

◎子供から問いを生み出すための資料提示 
  単元の導入で、右にあるイラストを提示して、小さい頃は誰もが駄々

をこねていた経験を語らせるところから学習をスタートさせたい。昔は

駄々をこねていたけど、今は我慢できるようになってきているというこ

とを子供の経験から語らせる。昔と今の心を比較する中で出てくる「心

はどのように発達してきているのか。」という問いについて考え、心の発

達・健康に焦点を当てていく。 

  単元の後半でも、心は発達してきているものの「実際には心の中で

駄々をこねたくなることはない？」と同じイラストを提示して、心の中

にある不安定さを引き出せるようにしたい。子供の経験から出された不

安や悩みへの対処について共有し、自分に合った対処の仕方を見付けら

れるようにしていく。 

 

◎問いを解決するための資料提示・友達との関わり 
  子供たちから出された問いを解決するために、教師の意図的なタイミングでの資料の提示と、友

達との関わりの中で学びを深める場面を整理する。 

単元前半では、アンケート結果やイラストをもとに生み出された問いから、児童の経験を語らせ

ていく中で、心は様々な人との関わりや経験の中で発達していることに気付かせていき、教科書の

P１０「人との関わりやいろいろな経験」を提示し、心の発達についての理解を促したい。また、心

と体はつながっているということは、なかなか児童の言葉から出されることは難しいと考える。そ

のため、教科書 P１４「心と体のつながり」について資料を提示した上で、これまでの経験で心と

体がつながっていると感じた場面を話し合わせたい。 

  単元の後半では、不安や悩みへの対処の仕方について友達との関わりを通して解決していくこと

を目指していく。その中で自分に合った対処の仕方を選ぶことができ、その対処がなぜ適切だと思

うのか理由を説明することができたりする姿を「問いを解決した」というゴールの姿にしたい。そ

こで、様々な対処の仕方が挙げられた後に教科書Ｐ１８の「不安やなやみをかかえたときの対処の

例」を取り上げ、話し合って深めた対処の手段を広げたり深めたりしていくために提示したい。ま

た、アンケート結果からもわかる通り、児童は「不安や悩み」について無自覚でいると考えられる。

そういったことからも、教科書Ｐ１７の「小学生（４～６年生）のなやみ、心配なこと」を提示し、

日頃感じている些細な心配事も「不安や悩み」であることの捉え直しを図りたい。そして、これか

ら中学生・高校生、そして大人になっても「明るい未来に向かって」様々な不安や悩みがある中で

も、適切な対処の仕方を見付けながら、生活していこうと考え続けられるような児童の育成を目指

したい。 
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８．評価規準（学習活動に即した評価規準） 

 評価規準の具体例 具体的な子供の姿 

知
識
・
技
能 

①心は、いろいろな生活経験を通して、

年齢に伴って発達することを理解して

いる。 

 

②心と体には、密接な関係があることを

理解している。 

 

 

 

 

 

 

③不安や悩みへの対処には、大人や友達

に相談する、仲間と遊ぶ、運動をする

などいろいろな方法があることを理解

している。 

 

①心は人との関わり、自然とのふれあいなど

様々な生活経験や学習を通して、年齢に伴っ

て発達することについて、理解したことを言

ったり書いたりしている。 

②不安や緊張時には、動悸が激しくなったり、

腹痛を起こしたりすること、体調が悪い時に

は、集中できなかったり、落ち込んだ気持ち

になったり、体調がよい時には、気持ちが明

るくなったり、集中できるようになったりす

ることなど、心と体は深く影響し合っている

ことについて、理解したことを言ったり書い

たりしている。 

③-１不安や悩みへの対処には、気持ちを楽に

したり、気分を変えたりするなど様々な

方法があり、自分に合った適切な対処が

できることについて、理解したことを言

ったり書いたりしている。 

③-２不安や悩みの対処として、体ほぐしの運

動や深呼吸を取り入れた呼吸法などにつ

いて、理解するとともに、それらの対処

ができる。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

①心の健康について、課題を見付け、そ

の解決に向けて思考し判断するととも

に、それらを表現している。 

①-１心の発達に関する事柄や、不安や悩みの

経験から、心の健康に関わる課題を見付け

ている。  

①−２心の発達や心と体の関わりについて、自

己の経験と学習したことを関連付けて、よ

りよく心を発達させる適切な方法や心と体

の関わりについて考えている。 

①-３不安や悩みに対処する様々な方法を考

え、学習したことを活用して、適切な方法

を選んでいる。 

①−４心の健康について、考えたり選んだりし

た方法がなぜ適切なのか、理由をあげて書

いたり、友達に説明したりしている。 

主
体
的
に
学
習
に 

取
り
組
む
態
度 

①心の健康について、健康の大切さに気

付き、自己の健康の保持増進に進んで

取り組もうとしている。 

①心の健康について、課題の解決に向けて話合

ったり、資料などで調べたり、自分の生活を

振り返ったりするなどの学習に進んで取り組

もうとしている。 

 

９．評価計画 

評価／時 １ ２ ３ ４ 

知・技 ➀ ② ③-1 ③-2 

思・判・表 ➀―１ ➀―２ ➀―３ ①―４ 

態度 ① ①  ①  ➀ 
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１０．学習の道すじ   ○学習活動 ●指導 ☆学習のポイント 【評価の観点と方法】 

   ねらい： 心は、いろいろな経験を通して、年齢に伴って発達することについて、自分の生活経

験を振り返ったり話し合ったりすることを通して理解できるようにする。 

 

 １       

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

〇事前アンケートをもとに、「健康」について考える。 

●アンケート Q１の結果をもとに、児童が考える健康について考えを問い、３、４年生の学

習を振り返ったうえで、保健学習を行う意義について確認できるようにする。 

 

 

   

 

 

 

 

 

〇問いを見出す。 

●駄々をこねているイラストやアンケート Q2 の結果から、「心が発達するまでにどんなこ

とがあったのか？」という問いをもてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分の心の発達について今までの経験をふり返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇今日の学習の振り返りをする。 

●心の発達について理解したことから、日常生活に戻して考えることができるようにして、成

長した部分や課題と感じる部分を次時以降の活動につながられるようにする。 

 

 

 

評価 【知識➀ 学習カード】【思考・判断・表現①-1 学習カード】【主体的に取り組む態度① 行動観察】 

これまでの友達との関わりで心も成長したと思います。 

アンケートの結果を見てみましょう。 

野球をしているから、そこで感情をコントロールできるようになったよ。 

いろいろな本を読んでいて、昔の人の考え方から学ぶこともあったな！ 

私は健康だと思います。理由は、３年

生で食事・運動・休養が大切だと学ん

で、できているからです。 

様々な経験がみんなの心の成長につながっているようだけど、

こういった経験をしたとき、心の動きって今と同じようにプラ

スな考えでいられましたか？ 

★心は、様々な経験を通して発達しているということを知る。 

私は健康ではないと思います。理由は、

よく風邪を引いてしまうからです。 

どうして、５年生になると駄々をこ

ねなくなるのか？ 

体が大きくなったのに、駄々をこねている

と、恥ずかしいと思うようになったから。 

周りのことを考えて行動できるようになっ

てきたからかな？ 

妹を見ていると、私がしっかりしなきゃ

と思うから駄々はこねていません！ 
体が大きくなれば、自然と心も発達

してくるということなのかな？ 

心が発達するまでに、どんなことが関

係しているのかな？ 

どんなことが心を発達させてきたのだろう。 

でも、まだ苦手なことを後回しにして、

お母さんに叱られることがあるな…。 

保健学習は、何のために行うのかな？ 

健康に生活していくために学習する

と思います。 

友達とのけんかで、

むかつくこともあっ

たけど、結果的にそ

れが成長につながっ

た気がする。 

今でも友達とのけんかで、もや

もやすることもあるな…。 

今日の学習で、分かったこと、友達の意見を聞いて感じたこ

と、これからの学習で考えたことはありますか？ 
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ねらい： 心と体は、密接に関係し合っていることを理解するとともに、心も健康で過ごせるた

めに必要なことについて課題意識をもてるようにする。 

 ２       

０ 
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〇体調の違いによる心の状態について考え、問いを見出す。 

●アンケート Q３結果や前時の振り返りをもとに、心と体の関係について考えられるように 

する。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

〇心と体が密接に関係し合っていることについて理解する。 

●児童の日常経験と教科書の資料をもとに、心と体が密接に関係していることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

〇アンケート結果とこれまでの学びから学習テーマを設定し、次時以降の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇今日の学びを振り返る。 

 

 

評価 【知識② 学習カード】【思考・判断・表現①-２ 学習カード】【主体的に取り組む態度① 行動観察】 

心の中のイライラやもやもやをそのままにしない方法を知りたいな。 

どんな解決方法があるかな？ 

体調の良い悪いで、心の状態って

変わりますか？ 

 

心が健康でない時の状態から抜け出すための方法を考えたい。 

大人や、友達からヒントとなることが聞けそう。みんなで考えたい！ 

体調が悪い時は、何事もマイナスに考えて

しまうよ。集中できない。 

心と体は、お互いに影響し合っていること

が分かったねアンケート結果を見ると、み

んなは体の調子が良いと健康だと思ってい

るようだね…。 

体調が良くない時は、イライラした。 

★心と体がつながっていることについて知る。 

ネガティブな気持ちの時は、体もだる重く

感じる経験は、確かにあるな…。 

確かに寝不足の時は、イライラしやすいかも。 

体調が悪い時に、気持ちも下がってネガ

ティブなことを考えてしまうのは、心と

体がつながっているからなんだね。 

心というのは、見えないけれど、脳で考え

る部分のことを指しているのですね。 

前までは健康でいる必要があるのは体だけ

だと思っていたけど、心も体も両方健康で

すごしたい！ 

心と体はどのように関係しているのだろ。 

学習テーマ：心を健康に保っていくには、どのように生活すればよいのだろう。 

アンケート結果からは、ないと感じてい

る人が多いけど、関係あると感じている

人は、どうして感じるのかな？ 

心や体の良い悪いで左右されるかどうか

は、人それぞれで違うのかな？ 

資料：教科書 P１４、１５「脳（心）と体の各部位のつながり」 

次回からは、みんなが考えていきたい「心の健康」について学んでい

き、「明るい未来に向かって健康を保って」生活していけるようにして

いきましょう。 

心と体って関係しているのかな？ 

不安やストレスがなくなれば、心の健康につながると思う。 
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ねらい：健康な生活を送るために、不安や悩みへの対処法があることを理解し、自分に合った

対処法を考えたり、適切な方法での対処について選んだりすることができるようにす

る。 

 ３（本時）       

０ 
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〇これまでの学習をふり返り、本時の問いを確認する。 

●１、２時間目の学習を振り返りながら、本時の学習テーマと問いについて考えられるように 

する。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

 
 

●アンケート Q4-①、②の結果や、心の中をイメージしたイラスト、教科書 P１７の「小学 

生（４～６年生）のなやみや心配なこと」を見て、本時の問いについて考える必要感をもて

るようにする。 

 

 

〇不安や悩みを抱えた時のことを振り返りながら、その時どのように対処しているかグルー 

プで共有する。 

●不安や悩みの対処の仕方について、個人で考える時間を設けたうえで、グループで考えを広

げられるようにする。 

 

 

 

 

 

〇不安や悩みへの対処について、グループで話し合ったことを全体で共有する。 

●なぜ、その対処の仕方をするのか問い返し、不安や悩みに応じて自分に合った対処の方法が 

選べるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇今日の学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

評価 【知識③―１ 学習カード】【思考・判断・表現①-３ 学習カード】【主体的に取り組む態度① 行動観察】 

★不安や悩みには自分に合った対処法を選択することが大切であることを知る。 

前回の学習を振り返って、今日の学習

は、どんなことについて考えていけば良

いですか？ 

体だけでなく、心を健康に保つ方法

です。 

イライラやもやもやした時の解決方

法について知りたいです。 

クラスのアンケートを見てみま

しょう。不安や悩みを抱えてい

る人はあまり多くないですね。

でも、心の中でもやもやするこ

とってないですか？ 

友達とけんかした後は、何て声をかけたら良いか分か

らなくてもやもやするな…。 

テストの前は、良い点数が取れるか不安です…。 

学習テーマ：心を健康に保っていくには、どのように生活すればよいのだろう。 

資料：教科書 P１８「不安や悩みへの対処の例」 

勉強についていけるか心配な時は、たくさん勉強するかな。 

お母さんに相談して、話を聞いてもらったよ！そしたら解決できた。 

今日の学習を振り返って、分か

ったこと・友達の話を聞いて思

ったこと・これからの生活にい

かしたいことを書きましょう。 

不安や悩みがある時は、自分に合った

対処法を試して、心を健康に保てば良

い事が分かった。 

A さんの運動して悩みを忘れるっていうやり方、今度試してみようと思った。 

不安や悩みがある時は、どうすればよいだろう。 

なぜ、その対処の仕方をするの

ですか？ 
話を聞いてもらうと、気持ちが楽になるか

らです！ 
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ねらい：不安や悩みの対処について、考えたり選んだりした方法がなぜ適切なのか、理由をあ

げて書いたり、友達に説明したりできるようにする。 

 

 

 

 ４       

０ 
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〇前時を振り返り、学習テーマを確認する。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

〇実際に不安や悩みを抱えた時の対処の仕方について考える。 

●その対処の仕方がなぜ適切だと思ったのか理由を説明できるように問い返すようにする。 

●必要に応じて、実際に体を動かして対処の仕方を体験できるようにする。 

 

 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇心と体の感覚について振り返り、これからの生活について考える。 

 

 

 

●これまでの学習を通して理解したことや本時で体験したこと、友達と話し合う中で感じたこ

と中から適切な対処法が見付けられるように、振り返りの時間を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 【知識③―２ 学習カード】【思考・判断・表現①-４ 学習カード】【主体的に取り組む態度① 行動観察】 

心と体はつながっているから、私は改めて体も健康に保てるように、食事、運

動、睡眠のバランスに気を付けて生活していきたいです。 

前回の学習で様々な対処の方法が見つ

かりました。では、実際不安や悩みを

抱えた時、どんな対処をしますか？ 

実際に深呼吸を試してみたら、心が落ち着くことに気付いたので、イライラし

た時があったら実際にやってみようと思いました。 

私は、体を動かすことが好きだから、体を動かしてリフレッシュするのが

自分に合っていると思う。だから、そうやって心の健康を保ちたい。 

４時間の学習を通して、これからの生活で健康を保つために自分に合った対処法は見つか

りしたか。心も健康に生活していくために大切なことについて振り返りましょう。 

★実際に動いてみることで、心と体の状態に気付くことができる。 

学習テーマ：心を健康に保っていくには、どのように生活すればよいのだろう。 

不安や悩みがある時は、自分に合った対処法を試して、心を健康に保て

ば良い事が分かった。 

○○さんの運動して悩みを忘れるっていうやり方、今度試してみようと思った。 

これからは、体の健康だけでなく、

心も健康に生活できるように、いろ

いろな対処法を試していこう！ 

テスト前で不安な時でも、好きな音楽を聴くと、気持ちがすっきりして悩み

を忘れられるからです。 

私は逆に、体を動かしてリフレッシュすると、不安から抜け出せる！ 

僕は、友達とけんかした時は、深呼吸をしてリフレッシュできます。 

★不安や悩みへの対処法について、簡単な対処についてできるようになるとともに、自分に
合った対処法を見付け、適切な理由を友達に伝えたり学習カードに書いたりできる。 

なぜ、その対処の方法が良いと感じたのですか？〇〇さんの意見に対

してみなさんはどう思いますか？ 
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１１．展開【３/４時間目】 

（１）ねらい 

健康な生活を送るために、不安や悩みへの対処法があることを理解し、自分に合った対処法を考

えたり、適切な方法での対処について選んだりすることができるようにする。 

（２）本時におけるめざす子供の姿 

  不安や悩みへの対処について友達と話し合い、考えたことを学習カードなどに書いたり友達に伝 

えたりしながら自分事として捉えている姿。 

（３）展開 

子供の活動 ●指導 〇評価 

１．これまでの学習をふり返り、本時の問いを確

認する。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．不安や悩みを抱えた時のことを振り返りなが

ら、その時どのように対処しているかグルー

プで共有する。  

 

 

 

 

 

 
 
 

３．不安や悩みへの対処について、グループで話

し合ったことを全体で共有する。 

 

 

 

 

 

●１、２時間目の学習を振り返りながら、本時

の学習テーマを確認できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アンケート Q４－①、②の結果や、心の中を

イメージしたイラスト、教科書 P１７の「小

学生（４～６年生）のなやみや心配なこと」

を見て、本時の問いについて考える必要感を

もてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●不安や悩みの対処の仕方について、個人で考

える時間を設けたうえで、グループで考えを

広げられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 
 

●他のグループで出た対処の仕方を共有し、

様々な対処法があることを理解できるように

する。 

●なぜ、その対処の方法を行うのかについて問

い返し、その時々の不安や悩みに応じて自分

に合った対処の方法が選べるようにする。 

 

前回の学習を振り返って、今日の学習は、どん

なことについて考えていけば良いですか？ 

勉強についていけるか心配な時は、たくさ

ん勉強するかな。 

体だけでなく、心を健康に保つ方法です。 

クラスのアンケートを見てみましょう。不安や悩

みを抱えている人はあまり多くないですね。で

も、心の中でもやもやすることってないですか？ 

イライラやもやもやした時の解決方法につ

いて知りたいです。 

学習テーマ：心を健康に保っていくには、どのように生活すればよいのだろう。 

不安や悩みの解決には、どのような方法があり

ますか？自分の考え経験だけでなく、友達のや

っていることでなるほど！と思ったことでも良

いです。教えてくれますか？ 

なぜ、その対処の方法をするのですか？ 

イライラした時は、思い切り体を動かし

ます！ 

お母さんに相談して、話を聞いてもらう

と解決できたよ！ 

テストの前は、良い点が取れるか不安です… 

友達とけんかした後は、何て声をかけたら良

いか分からなくてもやもやするな。 

不安や悩みがある時は、どうすればよいだろう。 

仲良くなりたい人に何て声をかけて良いか悩

むことがあったな…。 

たくさんの不安や悩みがあるようですが、みんな

はどうやって解決しているのかな？クラスには、

これまで悩みを解決できていない人もいるみたい

だよ…。 
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４．今日の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

●不安や悩みを抱えることは、生活する上で自

然なことであり、不安や悩みをもつことが悪

いことではないことを確認する。 

●教師の対処の仕方や教科書の例（P.１８）を

取り上げ、理解をより深められるようにす

る。 

 

●学習テーマに立ち戻り、今日の学習に対する

振り返りができるようにするとともに、次時

の活動につなげられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時で問いを見出すための資料】 

 

 

これからは、体の健康だけでなく、心も健康

に生活できるように、いろいろな対処法を試

していこう！ 

不安や悩みがある時は、自分に合った対処法

を試して、心を健康に保てば良い事が分かっ

た。 

〇〇さんの運動して悩みを忘れるというやり

方、今度試してみようと思った。 

体を動かすと、気持ちがスカッとして、悩み

や不安を忘れることができます。 

話を聞いてもらうと心が落ち着くから、気持

ちが楽になるよ！ 

今日の学習を振り返って、分かったこと・友達の

話を聞いて思ったこと・これからの生活にいかし

たいことを書きましょう。 

〇不安や悩みへの対処には、気持ちを楽に

したり、気分を変えたりするなど様々な

方法があり、自分に合った適切な方法で

対処できることについて、理解したこと

を言ったり書いたりしている。 

【知識③ 学習カード 行動観察】 

〇不安や悩みへの対処について考えたり、

選んだりした方法がなぜ適切なのか、理

由をあげて学習カードに書いたり、友達

に伝えたりしている。 
【思考・判断・表現①―３ 学習カード 行

動観察】 

〇心の健康について、課題の解決に向けて

の話し合いや発表などの学習や、教科書

や資料を調べたり、自分の生活を振り返

ったりするなどの学習に進んで取り組ん

でいる。 

【主体的に取り組む態度① 行動観察】 
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